
「降灰による健康被害はない」 

 

１０月２８日付当地 Nation 紙は、国際協力推進協会(ＡＰＩＣ)の「太平洋・カ

リブ記者招待計画」により訪日した同紙エバンソン記者の降灰の人体への影響

に関する記事を掲載しているところ、概要以下のとおり。 

 

１ 鹿児島市は、九州の南西端に位置し、日本の有数な活火山の一つである桜島

（標高１１１７ｍ）がそびえ立っている。桜島は７６４年、１４７１年から５年

間、そして１７７９年に大噴火があった。最後の大噴火は１９１４年で、現在で

もその影響の一部を見ることができる。２０１１年には９９６回、２０１９年は

２２８回、２０２０年は２２１回、２０２１年は８４回の噴火が観測された。 

 

２ 桜島は、過去６０年間、常に火山灰とガスを噴出し続けている。１９日には

３回の小規模な噴火があり、翌２０日には少なくとも１回の噴火があった。しか

しながら、鹿児島市危機管理課によると、降灰と喘息などの呼吸器疾患との間に

相関関係を見出すことができない。同課は、１９７２年から２００８年まで及び

１９７９年から２００３年まで、市民を対象として実施した健康診断の結果を

引用し、降灰と直接関係のある気管支炎や喘息などの慢性的な健康被害は確認

されていないことを明らかにした。 

 

３ 桜島の麓には、６０万人が居住している。住民は、降灰が多いとき、傘をさ

したり、タオルやハンカチで口を覆ったりして日常生活を送ってきたという。毎

日の天気予報には、天気とともに火山灰の流れや風向きの詳細が含まれ、これら

の降灰予報は、住民が洗濯物を「外干し」するか否の判断基準になるとのことで

ある。 
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